


















































紫色 エソジ ・紫土 ・合わせ紫
エソジは姻子 ・姻紫 ・嚥脂 ・燕脂などとも書 く。わが国古代におけるエ
ソジは、イソ ドやビルマに生育する熱帯植物に寄生するラック ・カイガラ








白色 白土 ・鉛白 ・鉛系白色顔料
白土は天然に産する白色粘土を原料としてお り、主体 となる粘土鉱物は

























































という一節がある。青華 ・緑華 ・朱華粉、三青 ・三緑 ・三朱、二青 ・二緑・
二朱、大青 ・大緑 ・深朱 とはいずれも顔料の名称である。 これらはそれぞ
れ層青、石緑、朱砂 という鉱物を砕き、水簸の技法によって三種類に選 り
分けられる。それぞれ粒子の細かい、すなわち色の淡いものから、青色で
は青華 ・三青 ・二青 ・大青、緑色では緑華 ・三緑 ・二緑 ・大緑、赤色では






い色か ら濃い色へ順次塗 り重ね られていった ものと思われるが、室生寺金



































































を使 っているように見える。 しか し、実際には量綱の種類は、色系統別に









は白 ・朱具 ・朱 ・墨の四段量綱が確認されてお り13)、興福寺北円堂の小壁








寺薬師如来立像(伝 釈迦如来)の 板光背には、現在、淡赤 ・赤 ・黒に見え
















正倉院宝物の粉地彩絵八角几の赤燈系量綱は、鉛丹 ・エソジ ・墨 ・藤黄
の順で塗 り重ねていることが確認 されている'8)。また、同じく正倉院宝物






























唐招提寺金堂の折上組入天井の緑系四段"`=iでは、白 ・白緑 ・岩緑青 ・
墨の順に、慈尊院弥勒菩薩坐像の台座蓮弁の緑系四段量綱では、白緑 ・岩




































































これ らの内、 とくにAは 奈良時代に、B・C・Eは 平安 時代、D・Eは
鎌 倉時代 に多い組合せであ る36)。
皿 色彩効果
(1)色の特徴















強調 しあう、 コソトラス トの強い配色ということができる。















いうことができる。 この明度が、濃色か ら淡色へ徐々に境目な く、自然に















体に明度の調和が保たれる。これに対 し、白 ・青 ・暗い青の青系三段:'.j























白(N9)・ 淡 赤(2.5RP8/6(6))・ 淡 赤 紫(7.5RP
5/10(12))・赤 紫(2.5R4/14(14))






































































の色、濃 く鮮やかな印象の強い色、再び、淡 く印象のやわ らかな色、中程
度の色、濃く鮮やかな印象の強い色と、色の強弱の変化を繰 り返 してゆく。
色は淡い色か ら濃い色への段階的変化を繰 り返 し、まさに リズムを刻んで
ゆ くのである。このような リズム感は、淡色か ら濃色へ境界をつけずに変

















































み られる 「紺丹緑紫」の配色法則に もとづき、基本的には、四種類の量綱
を同時に用いる場合には、青系と赤燈(赤)系 、緑(緑 黄)系 と紫系を組
み合わせていることが多い。また、三種類の量綱を用いる場合には青系と












そ して、これ ら色彩的特徴 と量綱彩色独自の立体感 ・リズム感 ・明るい


















1)正倉院文書にみられる金青 ・金青 ・空青 ・曾青が岩群青にあたるとされ、 『佛像
彩色料布施等注文』(大 日本古文書十ニノニ五五 正倉院文書続々修二十四秩六
裏)に は、 一両 目(三匁三分、約13グラム)が七百文との記録がある。















5)小口八郎 「法隆寺金堂壁画」(『 古美術の科学一材料 ・技法を探る一』日本書籍








9)久野 健 「法隆寺金堂天井板落書」(『 美術研究』140号)。








































黄(Y)、 緑(G)、 青(B)、 紫(V)の5色 相とそれぞれの中間色の黄赤


















久野 健 「法隆寺金堂天井板落書」 『美術研究』140号1947
『醍醐寺五重塔五重塔図譜』文化財保護委員会1959
福山敏男 ・秋山光和 『美術研究所研究報告 栄山寺八角堂の研究』便利堂1951





永嶋正春 「粉地彩絵八角几の彩色」 『正倉院の木工』 日本経済新聞社1978










平田 寛 『絵仏師の時代[研究編]』 中央公論美術出版1994
澤村専太郎 『日本給書史の研究』星野書店1931
小口八郎 『古美術の科学一材料 ・技法を探る一』 日本書籍1980
山崎一雄 『古文化財の科学』同朋社1987
「年次報告」 『正倉院年報』9～14号 宮内庁正倉院事務所1986～1991
成瀬正和 「奈良時代の鉛系白色顔料」 『正倉院年報』14号 宮内庁正倉院事務所
1991
















A青 系と赤燈系 ・緑黄系と赤紫系 B青 系と赤燈系 ・緑系と紫系






図2量 綱 と彩 度
3-1淡色に向かって狭い量綱 3-2濃色に向かって狭い量綱
3-3各段 とも等幅の量綱
図3量 綱 の幅
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